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当社展開の軌跡  

’65 設立   

’67 伊丹   

’68 福岡   

’71 千歳   

’78 成田   

’83 羽田   

’92 成田Ⅱ期 

        新千歳 

’93 羽田西側 

’94 関西 

’99 那覇 

’01 JASDAQ上場 

’02 広島 

’04 中部 

’05 神戸 

        鹿児島＊ 

’07 熊本＊  

’08 長崎＊ 

千歳空港支店 

福岡空港支店 

沖縄空港支店 

成田支社 

神戸空港出張所 

中部空港支店 

広島空港出張所 

大阪空港支店 

関西支社 

羽田支社 

本社 

鹿児島空港出張所 

熊本空港出張所 

長崎空港出張所 

’67 

動 

力 

事 

業 

 

 

 

 

 

 

 

’72 

整 

備 

事 

業 

 

 

 

 

 

’85 

付 

帯 

事 

業 

 

 

 

2012年10月閉鎖 

2013年1月閉鎖 

2013年1月閉鎖 

全国１０箇所の主要空港に展開 ＊‘１２ 鹿児島・熊本・長崎 閉鎖 
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当社の事業概要 

経営資源の配分            

項目 売上 資金需要 投入人員 
主な顧客 

動力事業 50％ 90％ 30％  航空会社 

整備事業 40％ 1％ 60％  空港会社・航空会社 

付帯事業 10％ 9％ 10％  病院・空港会社・航空会社 

    

動力供給（電力・エアコン）は、航空機の 

排気ガスや騒音を防ぎ、航空燃料を節減し、 

「地球環境の浄化保全」に役立てています。 

動力事業 

（設備投資型） 

（役務提供型） 

整備事業 

（メーカー・役務提供型） 

付帯事業 

航空関連売上は全体の約９５％ 
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業績の推移 
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ＪＡＬ経営破綻 

 

世界金融危機 

２００８ 

採算性重視（機材小型化、多頻度運航） 

規制緩和（大競争時代） 

ネットワーク拡大・維持 

空港発着容量の制約 

成田・羽田（国際線）
容量拡大 

 

東日本大震災 

原発事故 

コスト競争力強化の取組み 
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収益力回復に向けて 

 鹿児島・熊本・長崎の3空港出張所を閉鎖 

 移動機材動力供給作業の外部委託化 
（福岡・伊丹・羽田） 

 人材ソースの多様化・当社グループ間での 
人材流動化 

 新型航空機（Ｂ７８７、Ａ３８０）向けの 
設備投資の実行 
 

 総人件費の抑制 

 設備投資の抑制 

 動力料金の改定 

 

 動力・整備事業 

   の再構築 

 コスト競争力を強化し、 
将来見込まれる航空
業界の成長を確実に
取り込む 

２０１１年度 

『具体的には』 『具体的には』 

 コスト競争力強化の継続 

 不採算事業の見直し 

 

安定的に利益を出せる体制の構築 

２０１２年度 

・ 訪日旅客は回復 

 傾向 

・ 大手航空会社に 

 増便の動き 

・ 本邦ＬＣＣの参入 

・ 航空機の小型化 

・ 顧客の経費節減 

  施策の強化 

・ 電力料金の値上げ 

経営環境は回復基調を描くものの 

当面大幅な収入増は見込めないと想定 

（配当；９円→７円） 
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２０１２年度 業績 

項目 ①FY11実績 ②FY12予算 ③FY12実績 
対前年 

③－① 

対予算 

③－② 

売上高 １０，０９１ １０，０７３ １０，４６２ ３７０ ３８８ 

セグメント利益 １，０３８ １，０９５ １，４２６ ３８７ ３３１ 

営業利益 ４２４ ４６３ ８０７ ３８２ ３４３ 

営業外損益 ▲４９ ▲４３ ▲４８ １ △４ 

経常利益 ３７５ ４２０ ７５８ ３８３ ３３８ 

特別損益   ＊ ▲５３ ▲１８４ ▲１８６ △１３２ △２ 

税引前当期純利益 ３２１ ２３６ ５７２ ２５０ ３３６ 

法人税および法人税等調整額 ▲ ２０２ ▲１０４ ▲２３３ △３０ △１２９ 

当期純利益 １１９ １３２ ３３９ ２１９ ２０７ 

【予算対比】 

売上    ： 動力事業で外国社への販売増、整備事業で大口設備更新工事の受注、付帯事業でフード 

         カートの販売増により増収 （＋３８８百万円） 

営業費用 ： 動力事業で電力料金値上げの遅れによる原材料費の減、整備・付帯事業は、売上増に伴い 

         原材料費が増 （＋５６百万円） 

        

＊鹿児島・熊本・長崎の３空港出張所閉鎖に伴う事業撤退損１２８百万円（予算１５０百万円）を計上 

 その他、老朽化設備の更新による除却損４０百万円、社員寮の一部解体による減損損失１６百万円を計上 

（単位：百万円） 
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セグメント業績（対前年比）  
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売上高 
セグメント 

利益 
増減要因 

  動力 
４，９０４ 

（＋１２７） 

５４５ 

（＋３３１） 

航空需要の回復に伴う国際線販売増 

中堅国内航空会社への販売増 

本邦ＬＣＣへの販売開始 

減価償却費の減（△１５５） 
人件費の抑制（△５７） 
電力料金値上げ影響額（＋３０） 

整備 
４，３２９ 

（＋５８） 

６２３ 

（＋１７） 

空港特殊設備の更新工事受注等による販売増 

顧客の経費節減施策の強化等による販売減 

材料費･外注費の増（＋１４） 

 付帯 
１，２２８ 

（＋１８４） 

２５８ 

（＋３８） 

フードカートの販売増 

セキュリティ機器の保守管理業務は堅調 

材料費・外注費の増（＋８２） 

 計 
１０，４６２ 

（＋３７０） 

１，４２６ 

（＋３８７） 
         

（単位：百万円） 

（ ）内前期比 

収益構造の改善が進む 

＊Ｂ７８７運航停止の影響は軽微 

＊ 



営業利益／経常利益／当期純利益 
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＜営業利益の増減要因＞ 

  セグメント利益        ＋３８７ 

  販売費及び一般管理費の増 ＋５ 

     
 

＜経常利益の増減要因＞ 
    営業外損益           ＋０ 

  

 

＜当期純利益の増減要因＞ 

  経常利益の増       ＋３８３ 

  特別損失の増  *           △１３２ 

  法人税等の増                 △３０ 
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 配当につきましては９円を予定しています “増収増益” 



前期末
（2012/3/31） 

 当期末
（2013/3/31） 

 前年差 

総資産 １１，５８３ １１，６２３ ＋３９ 

純資産 ５，７５２ ５，９９２ ＋２３９ 

有利子負債 ３，１４７ ２，５２４ △６２２ 

自己資本比率 （％） ４９．７％ ５１．６％ ＋１．９ｐｔ 

ＲＯＥ （％） ２．１％ ５．８％ ＋３．７ｐｔ 

（単位：百万円） 
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財務状況等 

ＦＹ１１ ＦＹ１２ 前年差 

設備投資額 １２３ ５５０ ＋４２７ 

減価償却費 ９７８ ８１６ △１６２ 

グループ総人員数（人） ６８０ ６６３ △１７ 

（単位：百万円） 
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事業環境（航空業界の動向） 
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FY13 FY15 

航空需要は緩やかな回復基調 

【発着枠の拡大】 
成田 ２７万回 成田 ３０万回 

羽田 ４４．７万回 羽田 ４１万回 

【航空業界の動向】 
 ＬＣＣシェアの上昇 

 新型航空機の就航増加 

顧客の経費節減施策継続 

羽田国際線ターミナル再拡張 

【空港整備計画】 

羽田国内線第２ターミナル増築 

福岡・伊丹空港 

   整備計画 

成田第２ターミナル南側スポット再編 

成田ＬＣＣターミナル新設 

羽田Ｃ滑走路延伸 

国管理空港のコンセッション 

• 訪日旅客の回復 • 国内景気上向き • アジア地域の経済発展 

競争環境の変化 



航空需要の緩やかな回復 

空港整備計画の進展 

  などによる航空業界の拡大基調 

基本方針 
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イベントリスク耐性の高い筋肉質の企業体質を維持・強化し、 

既存事業において安定的な収益基盤を確立する 

将来の発展に向けた事業領域の拡大を目指す 

【当社を取り巻く環境】 

【基本方針】 

イベントリスクの影響を受けやすい 

航空業界 

顧客の経費節減施策継続 



各セグメントのアクションプラン 
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付帯事業 

今後成長が見込まれる、医療・福祉分野におけるフード 

 カート、航空保安用セキュリティ機器の保守管理について 

 さらに経営資源を投入し、収益力向上を目指す 

保有する技術力とノウハウを活用した新規事業への進出 

動力事業 

効果的な設備投資を着実に行い、拡大基調にある 

 航空業界の成長を確実に取り込む 

 

整備事業 

従来の営業基盤は維持しつつ、既存業務で培った 

 ノウハウを活用し、周辺分野への進出にも取り組む 



FY12実績 　　FY13 　　FY14 　　FY15
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本計画期間中のセグメント収支（ＦＹ１２対比） 

（単位：百万円） 
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売上高 費用 

動力 

 

＋３８０ （５，２８５） ＋３１８ （４，６７７） 

首都圏空港（羽田・成田）を  
はじめとした国際線への販売増 

新型航空機への販売増 

減価償却費 ＋１７２ 

原材料費   ＋１２０ 
(うち電力料金値上げ＋６５） 

整備 △９２ （４，２３７） △４４ （３，６６２） 

顧客の経費削減施策の継続 

本計画期間中は、わずかな 

減収 

付帯 ＋３６７ （１，５９５） ＋３０６ （１，２７６） 

フードカート販売増 

セキュリティ保守は堅調に推移 

新規事業 

原材料費    ＋１６６ 

減価償却費   ＋４７ 

人件費（増員） ＋８０ 

計 
＋６５５ （１１，１１８） ＋５８１ （９，６１６） 

（ ）内はＦＹ１５計画値 

セグメント利益 

＋６１ 

（６０７）  

 

△４７ 

（５７５）  

＋６０ 

（３１９）  

＋７４ 

（１，５０１） 



設備投資計画 

 17 

0

5

10

15

20

FY12実績 FY13 FY14 FY15

（億円） 

減価償却費 

羽田国際線 

 ターミナル増設 

成田２ＰＴＢ南 

 ５スポット再編 

  

福岡・伊丹 

 スポット再編 

羽田国内線 

第２ターミナル 

３スポット増設 

羽田国際線 

 ターミナル増設 

動力設備 （ 電気・空調 ） 増強・更新 

新規事業 

首都圏空港発着枠拡大（成田・羽田） 



設備投資額・減価償却費・有利子負債等 

項 目 ＦＹ１２ ＦＹ１３ ＦＹ１４  ＦＹ１５ 

設備投資額 
（リース扱い含む） 

５億円 １６億円 １３億円 １０億円 

減価償却費 ８億円 ８億円 １０億円 １０億円 

営業 

キャッシュフロー 
１３億円 １３億円 １５億円 １５億円 

有利子負債 ２５億円 ２３億円 ２０億円 １９億円 

グループ総人員数 ６６３人 ６４３人 ６４０人 ６３９人 
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  （新規の長期借入金） （－） （－） （３億円） （３億円） 



２０１３年度見通しと２０１５年度までの計画 

項目  ①FY12実績  FY13 FY14  ②FY15 ②－① 

売上高 １０，４６２  １０，７２７ １０,９６３ １１,１１８ ６５５ 

セグメント総利益 １，４２６ １，４０７ １,４７４ １,５０１ ７４ 

  動力事業セグメント利益 ５４５ ５９１ ５９９ ６０７ ６１ 

  整備事業セグメント利益 ６２３ ５０３ ５７５ ５７５ △４７ 

  付帯事業セグメント利益 ２５８ ３１２ ２９８ ３１９ ６０ 

営業利益 ８０７ ７８８ ８５１ ８６９ ６２ 

経常利益 ７５８ ７６７ ８１９ ８４２ ８３ 

特別損益 ▲１８６ ▲４７ ▲３１ ▲１０ 176 

税引前当期純利益 ５７２ ７１９ ７８７ ８３２ ２５９ 

当期純利益 ３３９ ４０９ ４４８ ４９０ １５１ 

ＲＯＥ ５．８％ ６．７％ ７．０％ ７．２％ ＋１．４ｐｔ 

（単位：百万円） 
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201３年５月2７日 

   兜町平和ビル２Ｆ 「第２セミナールーム」 



本日は、弊社決算説明会にご参加いただきましてありがとうございます。 

           

本日配布しました資料に記載されている将来の業績予想は、経営環境の変 

 

 化などに伴い予想あるいは目標対比が変化し得ることにご留意ください。           

株式会社エージーピー 総務部 総務･ＩＲグループ 

電話：０３－３７４７－１６３１ 

ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７ 

                            ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp 

           （会社案内ビデオがご覧いただけます） 

お問合せ先 


